
 
 
 
 
 
 
 

第 1719 回例会 

平成 24 年９月 24 日(月) 
12：30～ 海南商工会議所 4Ｆ 

 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング  「それでこそロータリー」 

３．ゲスト紹介  

海草地方青少年育成推進員等連絡協議会 
   会長 辻 敏弘 様 

４．出席報告 

会員総数 55 名 出席者数 36 名 

  出席率 65.45％ 前回修正出席率 81.81％ 

 

５．会長スピーチ      会長 花田 宗弘 君 

暑かった夏の終わりと共にロ

ータリー活動も活発になってき

ました。9 月 13 日に開催しまし

た理事会の主な議題を報告させ

て頂きます。 

10月 1日の月初め夜間例会は、

中秋の名月にちなんで温山荘で

の月見例会とすることになりま

した。庭に出て満月を楽しんで頂きたいと思います。 

10 月 8 日の月曜日は祭日ですので、ロータリーフ

ァミリー秋のハイキングを企画しました。行き先は根

来寺と根来げんきの森です、ご家族揃っての参加をお

待ちしています。 

10 月 22 日の例会は夜間例会に変更し、海南健康福

祉会館にて海南 3 クラブ合同で公開例会とすること

になりました。ゲストには、稲むらの火の館の熊野亨

氏をお招きし、濱口梧陵と津波防災についてご講演し

て頂きます。家族、知人の方をお誘いの上お出かけ下

さい。 

10 月 28 日は地区大会です、現在参加者は 12 名登

録されていますが、未だ間に合いますので多数の参加

をお願いします。 

国際交流について、台湾彰化東南 RC との交流は本

年度が日本に来てもらう番なので、新年夫婦例会に来

ないかと声をかけてみることになりました。フィリピ

ン マンダウエイースト RC との交流は、今年は地区の

同額補助金は出ませんのでＩＭ内の他のクラブにも

呼び掛けて、出来れば国際奉仕月間の 2月に現地を訪

問しては考えます。 

職業奉仕の一環として、会員の職業についてあまり

よく知られていないので、紹介パンフレットを纏めて

みてはと云う話がでていますので、後ほど職業奉仕委

員長の方から案内させて頂きます。 

社会奉仕プログラムで毎年実施している海南市と

共同の清掃作業は今年は10月28日を指定してきたの

ですが、地区大会と重なったため、今回の共同作業は

無とし改めてクラブ独自で実施することになりまし

た。米山奨学生の代さんによる中国語教室がスタート

し、第1回が9月19日に15名の参加で行われました。

今後、月 1回の予定で実施されますので、皆様の参加

をお待ちしています。 

 

６．幹事報告         幹事 中西 秀文 君 
○メーキャップ 
 ９月20日 海南西RC  

  花田 宗弘君 中西 秀文君 阪口 洋一君 
○例会臨時変更のお知らせ 
 岩出RC ９月２７日（木）→９月３０日（日） 

京で学ぶ職業奉仕と家族例会 
島津資料館・フォーチュンガーデン京都 

 和歌山東南RC 10月10日（水）→10月10日（水） 

18:30～  ロイヤルパインズホテル 

（和歌山中RCとの合同例会） 
 和歌山中RC 10月12日（金）→10月10日（水） 

18:30～  ロイヤルパインズホテル 

（和歌山東南RCとの合同例会） 
○１０月のロータリーレート 
 １＄＝８０円  
 

７．委員会報告 

○国際奉仕委員会      委員長 三木 正博 君 

中国語会話の勉強会を毎月１回行っています。楽し

い勉強会なので、ご参加よろしくお願いします。 
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８．ゲスト卓話    

海草地方青少年育成推進員等連絡協議会 

会長 辻 敏弘 様 

 海草地方青少年育成推進員

等連絡協議会は、海草地方の青

少年育成県民運動推進委員及

び推進貢等の各市町における

代表者をもって構成していま

す。各市町の青少年育成活動並

びに非行防止活動についての

連絡調整及び関係の機関、団体

と連携して、青少年健全育成活動の活発化を図る事を

目的としています。 

主な活動は、少年メッセージ海草地方大会の開催、

「子ども・若者育成強調月間」知事メッセージの市町

への伝達、公益社団法人和歌山県青少年育成協会が主

催する事業への参加、市町民会議が実施する事業への

参加・協力です。 

また、青少年育成県民運動推進委員は、青少年育成

県民運動が、すべての県民の参加により活発に展開さ

れるよう地域社会の機能的な組織を整備し、地域活動

の掘り起こし、青少年の育成活動を推進するため、 

公益社団法人和歌山県青少年育成協会に置かれてい

ます。現在、海南市３名（定数６名以内）、紀美野町

２名（定数３名以内）で、主な業務は、青少年育成県

民運動の趣旨の普及及び青少年育成関係事業への協

力、青少年育成市町村民会議が、活発化かつ積極的に

行われるよう、事業の企画及び推進への協力となって

います。 

 特に少年メッセージ海草地方大会は、海南東ロータ

リークラブにもご協賛いただき、毎年、開催していま

す。本年度は平成24年6月16日(土)に海南保健福祉セ

ンターで開催いたしました。海草地方の中学生による

意見発表の場を設定し「少年たちが今、何を考え、ど

う生きようとしているか」を訴え、青少年に対する正

しい理解と信頼を深め、併せて、郷土の未来を背負う

若い世代の健全な育成を図るため、行っています。今

年度は、海草地方の中学校から991点の応募があり、

その中から、各中学校の代表者を選出し発表していた

だきました。発表では、「自分の生き方」「感動したこ

と」「環境問題について」など様々な内容の作文があ

り、感銘を受けました。アトラクションは、海南市立

第三中学校吹奏

楽部のみなさん

がすばらしい演

奏を披露してく

れました。また、

海南市立亀川中

学校の生徒４名

が受付や司会等

を行ってくれました。海草地方10校の代表者が、集ま

った保護者や学校関係者ら約200人を前に堂々と思い

を述べました。野上３年の阪口翔央君、長谷毛原３年

の西澤英里奈さんが優秀賞を受賞。７月28日に有田川

町のきびドームで開かれた県大会へ出場しました。 

 県大会での優秀賞のメッセージをＤＶＤで流しま

すので、ご覧下さい。今後とも、青少年育成推進の活

動にご理解をいただき、ご支援、ご協力をお願いしま

す。 

 

９.閉会点鐘 

 
次回例会 
第 1720 回例会 23 年 10 月 1 日(月) 

海南商工会議所 ４F 18：30～ 
夜間例会 温山荘での月見例会 

 
 
 

 

 三木 正博君  皆さん、中国語会話の勉強会にご

参加ください。 

 那須 正志君  妻が介護タクシー事業を開業しま

した。 

 中西 秀文君  子供の運動会で 100ｍ走りました。 

 

 

 

 

 

50 周年を迎えた日本の青少年交換 
今から 50 年前、1962 年のオーストラリアではまさ

に時代が大きく変わろうとしていました。多くのオー

ストラリア人が第二次世界大戦の辛い思い出から精

神的に立ち直ろうとしており、政府も反アジアの「白

豪主義」を基にした移民政策を廃止しようとしていた

時期でした。 

日本から初のロータリー青少年交換学生としてオ

ーストラリアのメルボルンに留学した関本洋子さん

は、当時自分が参加した交換について周りの多くの大

人たちが憂慮していたことを、まったく知らなかった

と言います。50 年経った今、関本さんは、当時自分

を温かく迎え入れてくれたオーストラリアについて、

「戦争から 17 年しか経っていなかったにも関わらず、

誰もがまるで娘や妹のように私に接し、温かいもてな

しの心を感じることができた」と振り返ります。日本

での青少年交換の始まりは、オーストラリア人のド

ン・ファークワーさんが 1961 年に東京で行われたロ

ータリー国際大会で講演し、友情と文化理解の大切さ

を訴え、特に日本との交流が重要であるとし、青少年

交換がその目的を果たす最適な方法であると述べた

ことに遡ります。青少年交換の始まりとしての関本さ

んのオーストラリア訪問は、歴史的に大変貴重な出来

事として考えられ、当時の写真は現在オーストラリア

国立アーカイブに収められています。関本さんは、大

学を卒業後、旅客機の客室乗務員として活躍し、結婚。

その後、日本に帰国するまでエジプトで生活しました。 

 

会報委員会    委員長：谷脇 良樹  副委員長：奥村 匡敏  委員：小椋 孝一 岸 友子 横出 廣 阪口 洋一


